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†　現在，ネットワークテクニカルオペレーシ
ョンセンター

＊1 エリアメール：気象庁が配信する緊急地震
速報などを即時に同報配信するサービス．

＊2 LTE：3GPPで検討されている第3世代
移動通信方式の拡張規格．ドコモが
Super3Gとして提唱したもので「3.9G」
と位置付けられる．

＊3 P波：地震波の1つで，地震発生時最初
に到達する波．
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1. まえがき
地震が多く発生する日本では，緊

急地震速報をはじめとする社会的な

インフラの整備が世界的に先行して

いる．2007年にサービスが開始され

たエリアメール＊1[1]もその1つであ

り，携帯電話向け緊急地震速報の配

信サービスが提供されている．

緊急情報をできるだけ早く多くの

人々に伝達したいという要望がある

のは，日本に限らず国際社会におい

ても同様で，自然災害のみならず国

際紛争などに伴う危険や人為的な脅

威に対する迅速かつ的確な情報配信

手段として，緊急情報配信基盤構築

の必要性が強く求められている．ま

た，安心・安全をユーザに実際に提

供する手段の1つとして，広範囲に

情報が配信できる携帯電話を通し，

災害情報を即時に提供する仕組みに

ついても強い要望があった．

このような背景をかんがみて，

3GPPにおいて「Public Warning Sys-

tem（PWS）」という名称の緊急情報

配信基盤の検討が開始された．世界

でも，とりわけ自然災害の脅威にさ

らされることが多い日本において，

地震・津波などの緊急情報配信に関

する要求条件を満たすべく，またそ

の配信速度を飛躍的に短縮するため

の先駆技術として，ドコモのエリア

メールをベースに「Earthquake and

Tsunami Warning System（ETWS）」

が3GPPにて規定された．

3GPPでは，2G（GSM），3Gと新

無線技術であるLTE（Long Term

Evolution）＊2それぞれにおいてETWS

が標準化されている．

本稿では，ETWS標準の概要，

LTE向けETWSの実現方式の詳細お

よび3G向けETWSとの違いについ

て解説する．

2．ETWSの概要
ETWSは，自治体や政府などから

提供される地震速報などの緊急情

報を，移動通信システムの特性であ

る広域性を活かし，可能な限り早

く，より多くの移動端末に届けるた

めのシステムである．

ETWSは，エリアメールと同様

に，地震の初期微動である P波

（Primary Wave）＊3を検知し，それを
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＊4 CBS：3GPPで標準化されている，簡単
な文字情報の同報配信を行うサービス．

＊5 RNC：3GPP上規定されている3Gネッ
トワークにおける無線回線制御や移動制
御を行う装置．

＊6 eNB：LTEにおける無線基地局．
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検知したエリアに在圏している移

動端末に地震が迫っていることを

一斉に通知する．

ETWSでは，移動通信システムで

理論上実現され得る最短時間（自治

体や政府からの緊急情報を受信し

てから約4秒）で移動端末に第1報

を配信できることを，3GPPの要求

条件として規定した．

3．ETWSの特徴
エリアメールとETWSの最大の

違いは，災害通知方法にある[2]．

エリアメールと，ETWSの情報配信

方式の違いを図１に示す．

エリアメールにおける地震速報

は，地震発生を知らせる一定長の信

号で構成される．それに対しETWS

は，最優先の要求条件である，最短

時間での情報配信を実現するため，

「地震発生」など最も急を要する最

低限の情報部分を切り出し，理論上

実現可能な最速で配信する第1報

（Primary Notification）と，これだけ

では伝えきれない，補足的な情報

（震度，震源地など）を配信する第

2報（Secondary Notification）の2種

類の信号に分離配信することで，緊

急度に応じた柔軟な情報配信基盤

を実現している．

Primary Notificationは，単純に

「地震」などのパターン化された災

害情報のみで構成されており，これ

を受信した移動端末は，この情報に

基づき，あらかじめ決められたブザ

ー音を鳴らしたり，あらかじめ決め

られた文章を画面上に表示するな

どして，差し迫った危険をユーザに

通知する．Primary Notificationで通

知可能な災害の種別は，地震だけで

なく，「津波」，「津波＋地震」，「試

験」，「その他」が無線アクセスの種

別を問わず共通に規定されている．

Secondary Notificationでは，既存

エリアメールで提供しているもの

と同様のメッセージ，すなわち文字

情報をネットワークから配信し，震

源地や震度などの情報を移動端末

に通知する．また，このメッセージ

には，文字に加え，災害種別を示す

Message Identifier と Serial Number

が設定されている．

また，ETWSは，国際ローミング

に対応していることも，大きな特長

の1つである．標準化を行ったこと

で，ETWSを受信可能な移動端末が

海外にローミングしている際も，海

外事業者のネットワークがETWS

を提供している場合は，現地の緊急

情報を受信することが可能となった．

これらのサービスは，3G，LTE

などの無線アクセスの種別にかか

わらず，共通して提供される．

4．ETWSの実現方式
4.1 ネットワーク構成
ETWSの基盤は，既存のエリアメ

ールで利用されているCBS（Cell

Broadcast Service）＊4をベースに設計

された．ETWSのネットワーク構成

を図2に示す[3]．

図2では，LTE向けETWSの特徴

を示すため，比較対象となる3G向

けETWSのネットワークについても

併記した．

3GPPで規定された3G向けETWS

のアーキテクチャは，情報配信サー

バであるCBC（Cell Broadcast Cen-

ter）が直接3Gの無線制御装置であ

るRNC（Radio Network Controller）＊5

に接続される構造をとる．また，

CBCは，例えば気象庁などの情報配

信元であるCBE（Cell Broadcast Enti-

ty）と接続されている．

それに対しLTEの無線アクセスネ

ットワークは，eNB（eNodeB）＊6が

（a）従来のエリアメール 

（b）ETWS

・火を消す 
・ドアを開ける 
・机の下に隠れる 

数秒（約4秒） 十数秒 

数秒後 

数秒（約9秒） 
地震発生 

地震発生 

気象庁など 

気象庁など 

データ受信 

緊急地震速報！ 
震度5強の地震が 
来ます．  注意して 
ください（気象庁） 

緊急地震速報！ 
震度5強の地震が 
来ます．  注意して 
ください（気象庁） 

避難行動 地震到達 
（大きな揺れ） 

避難行動 地震到達 
（大きな揺れ） 

緊急地震速報！ 

ブザー鳴動など 

ブザー鳴動など 

詳細データ受信 
第2報 

第1報 

災害情報受信 災害情報受信 

図1 エリアメールとETWSの情報配信方式の違い
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＊7 MME：eNBを収容し，モビリティ制御
（＊10参照）機能などを提供する論理ノード．

＊8 Cell：セルラ方式の移動通信ネットワー
クと移動端末との間で無線信号の送受信
を行う最小のエリア単位．

＊9 位置登録エリア：移動端末が位置登録を
行わずに移動することが可能なエリア．

＊10 モビリティ制御：端末の移動管理に関す
る制御．
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直接コアネットワークに接続される

アーキテクチャを採用しており，3G

のように無線制御を集約するRNC

がない[4]．したがって，3Gと同様

のネットワーク構成を採用した場

合，CBCに接続されるeNBの数が

増えてしまいCBCの負荷が増加し

てしまう．この問題を解消するため

にLTE向けETWSでは，CBCと

eNBを収容するネットワークの装置

であるMME（Mobility Management

Entity）＊7とを接続する，階層型アー

キテクチャが採用された．このアー

キテクチャにより，緊急配信サーバ

における情報配信時の負荷低減と，

処理にかかる時間を低減すること

で，配信時間の遅延防止を実現して

いる．

4.2 メッセージ配信エリア
LTEでは，3種類のエリア指定方

法が規定されている（図3）．3G向

けETWSおよびエリアメールでは，

Cell＊8単位でしか配信エリアが指定

できないため，配信リストが膨大に

なるという課題があったが，LTE向

けETWSでは，運用する事業者が用

途に応じてこれらのエリアを使い分

けることで，効率よく同報配信を行

うことが可能になっている．

①Cellレベルの配信エリア

CBCが指定するCellレベルの

配信エリアはCell IDのリスト

から成り立っており，緊急情報

は指定されたCellのみに配信さ

れる．特定の地域へピンポイン

トで同報を配信することができ

る利点があるが，リストが大き

くなってプロセッサの処理負荷

が増えてしまう欠点がある．

②TA（Tracking Area）レベルの

配信エリア

この場合の配信エリアはLTE

の位置登録エリア＊9であるTAI

（Tracking Area Identity）のリス

トから成り立っている．TAIに

含まれるすべてのCellに対して

同報配信が行われ，比較的広範

囲に同報配信をする際に，処

理の負荷を軽減できる利点が

ある．

③EA（Emergency Area）レベル

の配信エリア

EAはオペレータが自由に定

義することができるエリアであ

る．各Cellに，EA IDを割り振

ることができ，該当するエリア

にのみ同報配信をすることが可

能となっている．EAは，Cell

IDよりも大きく，モビリティ制

御＊10エリアであるTAと独立し

て，災害種類に影響されるエリ

ア範囲の最適化を柔軟に設計で

きるように考案した.

MME

Cell単位 

TA単位 

EA単位 

Cell Cell Cell Cell Cell Cell

TA

EA

TA

EA

eNB

図3 配信エリア

CBE CBC

MME

eNB

LTE

RNC

3G

図2 ETWSのネットワーク構成



24

＊11 Write-Replace Warning Request：
CBCからMME，MMEからeNBに緊急
情報配信の要求を行う信号．
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4.3 メッセージ配信方式
LTE無線への緊急情報配信方式を

図4に示す[3]．

緊急情報速報の配信要求をCBE

から受信したCBCは，要求に含ま

れる情報から，移動端末に配信する

メッセージ本文を作成すると同時

に，配信エリアを特定する．（図4

①②）

次にCBCは，特定したエリアの

MMEに対して，Write -Replace

Warning Request＊11 messageを送信

する．この信号には，災害種別，同

報のメッセージ本文，配信エリア，

Primary Notification情報などが含ま

れる（図4③）[5]．この信号を受信

したMMEは，CBCに受信したこと

を通知する応答を返信し，CBCは

CBEに配信要求を受け付けて処理が

開始されたことを通知する（図4④

⑤）．また同時に，MMEは受信した

配信エリア情報を確認し（図4⑥），

TAIのリストが含まれている場合

は，該当するTAIに属するeNBにの

みWrite-Replace Warning Request

messageを転送する（図4⑦）．TAI

のリストが設定されていない場合

は，MMEが接続されているすべて

のeNBに対して転送される．

eNBは，MMEからWrite-Replace

Warning Request messageを受

信すると，Write -Replace Warning

Request messageに設定されている

情報を基に配信エリアを決定し（図

4⑧），同報配信を行う（図4⑨⑩）．

設定されている情報要素ごとの具体

的なeNBの処理[6]を次に示す．

a災害種別情報（Message Identifier

/Serial Number）

すでに配信中の緊急情報がある場

合，これを上書きして受信した緊急

情報を送信するか廃棄するかを決定

する．具体的には，受信した災害種

別情報が現在配信している緊急情報

と同じ場合，受信した要求を破棄す

る．また，現在配信しているものと

は違う場合，緊急情報を上書きし，

直ちに同報配信する．

s配信エリア（Warning Area List ）

配信エリアとしてCellリストが設

定されていた場合，eNBは受信した

Cellリストに対し自局配下のCellを

検索して，該当するCellへ同報配信

を行う．配信エリアとしてTAIリス

トが設定されている場合，eNBは受

信したTAIリストの中から自局配下

のTAIを検索して，該当するTAに

含まれるCellに対して同報配信を行

う．同様に，配信エリアとしてEA

が設定されている場合，eNBは受信

したEA IDリストの中から自局配下

のEA IDを検索し，該当するEA ID

に含まれるCellに対して同報配信を

行う．

受信したWrite -Replace Warning

Request messageに配信エリア情報

要素が含まれていない場合，eNB

は，自局配下の全Cellに対して，緊

急情報を同報配信する．

d Primary Notification情報

Primary Notification情報が設定さ

れている場合，この情報をPrimary

Notification用の無線チャネルにマッ

ピングし，同報配信する．

fメッセージ本文

eNBは，メッセージ本文の設定有

無を判断し，Secondary Notification

の同報配信の要否を判断する．設定

されている場合，メッセージ本文を

Secondary Notification用の無線チャ

CBE CBC MME eNB 移動端末 

●①緊急情報配信要求 

Emergency

●②メッセージ作成， エリア特定 

●③ Write-Replace Warning Request

●④ Write-Replace Warning Confirm

●⑤緊急情報配信応答 
●⑥エリア確認 

●⑦ Write-Replace Warning Request

●⑧配信エリア決定などの処理 

●⑨ページング信号（ETWS） 

●⑩報知情報※による同報配信 

●⑪Write-Replace Warning Response

※Primary Notification/Secondary Notificationを含む 

図4 緊急情報配信方式
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＊12 ページング信号：待受状態の移動端末
に，着信あるいはネットワーク情報更新
を通知する無線信号．

＊13 報知情報：移動端末における位置登録要
否の判断に必要となる位置番号，周辺
Cell情報および発信規制制御を行うため

の情報などを含み，周辺Cellごとに一斉
同報される．

＊14 Warning Type：Primary Notificationで
通知される災害種別が設定されるパラメ
ータ．

＊15 CTCH：基地局配下にいる全移動端末も
しくは特定の移動端末に対してデータの
報知を行う1対多の片方向チャネル．

＊16 BTS：3Gにおける無線基地局．
＊17 ポップアップ表示：画面上に簡単な文字

や絵によるメッセージを表示させること．
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ネルにマッピングし，同報配信す

る．Secondary Notificationは，CBC

に指定された送信間隔と送信回数

に基づき送信される．送信が完了す

ると，eNBはその結果をMMEに対

して返信する（図4⑪）．

5．無線機能仕様
5.1 概要
従来の「エリアメール」では待受

中（RRC_IDLE）状態の移動端末に

限り緊急情報を受信可能であった

が，ETWSではより広範囲の情報伝

達を実現するため，待受中状態と，

通信中（RRC_CONNECTED）状態

の移動端末が緊急情報を受信する

ことを可能としている[7][8]．LTE

で緊急情報を移動端末に送信する

にあたって，eNBは緊急情報が送

信されることを通知するビット

（ETWS indication）をページング信

号＊12にて送信し，緊急情報自体は

報知情報＊13として送信する．一方

3Gではページング信号およびCBS

メッセージにより，緊急情報を送信

する．

5.2 LTEにおけるメッセージ
配信方式

eNBは緊急情報の送信を開始す

る際に，ETWS indicationを設定し

たページング信号を移動端末に対し

て送信する．ETWSに対応している

移動端末は，待受中，通信中にかか

わらず少なくともDefault Paging

Cycle（値は報知情報にて指定され，

3GPP仕様上320ms，640ms，1.28s

もしくは2.56sに設定可能）に1度

はページング信号の受信を試み，

ETWS indicationが設定されている

ページング信号を受信すると，緊急

情報が含まれている報知情報の受

信を開始する[7]．なお，ETWS indi-

cationを設定したページング信号

は，すべてのページング送信契機に

て繰返し送信することにより移動

端末への到達率を向上させている．

ETWS message自体は報知情報と

して送信される．具体的には，Pri-

mary Notificationは報知情報のSIB10

（System Information Block Type 10）

にて「Warning Type＊14」として，

Secondary NotificationはSIB11にて

「Warning Message」として，送信

される．SIB10およびSIB11を繰返

し送信することにより（3GPP仕様

上設定可能な周期は80ms，160ms，

320ms，640ms，1.28s，2.56s，

5.12s），在圏移動端末による受信確

率を向上することができる．また，

SIB10およびSIB11のスケジューリ

ング情報は，80ms周期でeNBが報

知するSIB1に含まれるので，ETWS

indicationを受信した移動端末は，

まずSIB1を受信してからSIB10お

よびSIB11の受信を試みる．なお，

移動端末はSIB10およびSIB11に含

まれる災害種別情報を確認するこ

とで，同一内容の緊急情報の重複受

信を回避できる[7]．

5.3 3Gにおけるメッセージ
配信方式

3Gにおいても情報伝達速度の高

速化，通知対象の拡大を実現するた

め，従来の「エリアメール」に使用

されるCBSメッセージ配信制御の

拡張を実現している．3G無線方式

の概要を図5に示す．

従来のエリアメール方式では，無

線区間に非常設のCTCH（Common

Traffic Channel）＊15論理チャネルを設

定し，本チャネル上にCBSメッセー

ジを送信することで緊急情報配信を

実現している．RNCでは，CTCH論

理チャネルを設定したことを移動端

末に通知するため，通信基地局

（BTS＊16）に報知情報上の情報要素

「CTCH Indicator」をTRUEに設定す

ることで報知情報変更を指示する．

移動端末はこの「CTCH Indicator」

を受信することでCTCH論理チャネ

ルのモニタを開始し，CBSメッセー

ジを受信することができる．

同時にRNCは，移動端末に報知

情報変更（Broadcast Control Channel

Modification Indication）を示すペー

ジング信号（PAGING TYPE1/SYS-

TEM INFORMATION CHANGE

INDICATION）を送信する[1]．

ETWSでは，報知情報変更を示すペ

ージング信号内に「Warning Type」

を新設することにより，この報知情

報を受信した移動端末が，CBSメッ

セージ受信を開始する処理と並行

し，Warning Typeに応じたポップア

ップ表示＊17，ブザー鳴動処理（Pri-

mary Notification）の起動を実現し

た．本拡張は，従来緊急情報を受信

できなかった通信中（RRC_CON-

NECTED）状態のユーザも受信する

ことを可能としている[8]． なお，

本ページング信号にも災害種別情報

を新設することで，移動端末におい
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次世代移動通信ネットワークにおける緊急情報の同報配信高度化

て同一内容の緊急情報の重複受信を

回避することができる.

また，より詳細な情報（Secondary

Notification）は，従来のエリアメー

ル同様CBSメッセージで提供する

ことにより，ETWSユーザ，エリア

メールユーザの共存を可能とするア

ーキテクチャを実現している．

6. あとがき
緊急情報配信基盤の高度化は，さ

まざまな脅威に備えるためにもその

必要性が国際的に認知され，標準化

が行われた．標準化により従来のエ

リアメールに比べ大幅な配信の効率

化，時間短縮が達成された．

今後は，日本の要求条件をベース

としたETWSにアメリカなどの要求

条件を加えることにより，「Public

Warning System」の発展が見込まれ

ている．また，ITU（International

Telecommunication Union）など他の

標準化団体においても同様の活動が

行われており，移動端末を使った緊

急情報配信の世界的な普及が期待さ

れている．
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